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小松善雄教授記念号によせて
小松善雄先生は    年の３月に本学を定年退職されました｡ 先生がこれまで経済学部におい
て果たしてこられた大きな功績に感謝し, 経済学研究会はここに 『立教経済学研究』 の本号を
｢小松善雄教授記念号｣ として刊行いたします｡





























究スタイル, いや, 小松善雄氏の生き方なのであります｡ それはひとえに, 人々が人間らしい
生き方のできる社会の希求という熱い想いの現れでありましょう｡ それゆえ, 変動止むなき世
界の諸現象を前にしては, 部分現象のどんなもっともらしい説明 (理論) も先生にはドグマと
はなりません｡
この姿勢は, 先生のもう一つの研究系列である社会主義論ではっきりと示されます｡ この研
究は, ロック以来の所有論や平田清明版 ｢市民社会｣ 論をめぐる議論を検討し, 同時に協同組
合の歴史・現状と理論をふまえ, 協同組合社会主義としてマルクス社会主義論を組み立てると
ころまで到達しました｡ それは単なるヴィジョンではなく, 現実の運動をにらんだ移行論とし
て構想されています｡ すなわち, 先生の議論には, いま現実に起こっていることを望ましい未





大学院で小松先生の指導を受けた院生諸君は, きっと, まずはその博識に驚き, 萎縮し, 最
後には良き師に出会えた, と喜んだことでありましょう｡ 熱心なご指導をいただきましたこと
に感謝いたしますとともに, これからもご鞭撻くださいますよう｡
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